
く改正案I

必要である.o

また,国は1血液製剤の安全性の向上に係る技術に関する情報を収集し,技術

開発を支援し,採血事業者及び製造業者がそれらの技術を早期導入するように指

導するものとするo

五 自己血輸血等の取扱v-

輸血によりl感染症,免疫学的副作用等が発生するリスクは完全には否定でき

ない可能性があることから,.自己血輸血は推奨される手法であるo自己血輸血を
行う際は,法第二十四条第二項に基づき定める基準及びその実施に関する指針に

沿って適切に行う必要がある.

またl自己血輸血を除き,院内血輸血は,安全性の間題及び患者やその家族に

対する負担の間題があることから,原則として行うべきではない. く以下rしか

上姐皇L監担迦車辿旦至珪ぜ旦塾配辻壇金も鮎堕並旦塾虹-塾避迫塵遜
-上--上-

血液製剤の適正使用の推進

医療関廃者は1血液製剤の特徴を十分に理解し-その適正な使用を-層推進す

る必要があるoまた,医療関係者に対する教乱研嘩等,様々な機会を通じて働
き掛けていくことが重要であるo

国は-血液製剤の適正使用,輸血療法の実施等に関する手旨針を医療機関に示し

てきたところであるが1医療機関における血液製剤の使用状況等について報告を

求め,定期的に評価しl必要に応じ当該指針を見直すなどl適正使用の推進のた

めのより効果的な方法を検討するものとするo

二 院内体制の整備

医療機関においては,血液製剤を用いた医療が適正になされるよう,院内の血

液製剤を管理し,使用するための体制を整備することが重要であるo pIのため,

国及び都道府県等時,そのような医療機関に対し,.様々な機会を通じて,原内に

おける輸血療法委員会ー衰任医師の任命及び輸血部門の設置を働き掛けるものと

する,o .

三 患者等に対する説明

医療関係者は-それぞれの患者に応じて血液製剤の適切な使用に努めることが

重要であり-患者又はその家族に対し,血液製剤に関して適切.かつ十分な説明を

行い,その理解と同意を得るよう努めるものとする.
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